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平成 30年３月期第２四半期の連結業績見通しに関するお知らせ 

 

平成 30 年３月期第２四半期累計期間（平成 29 年４月 1 日～平成 29 年９月 30 日）の連結業績につきま

しては現在集計中でありますが、決算の概要がまとまりましたので、業績見込みをお知らせいたしますと

ともに、前年同期実績と比較して差異が生じる見込みとなりましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１． 平成 30年３月期第２四半期累計期間の連結業績見込みおよび業績との差異 

(単位：百万円) 

  

営業収益 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主

に帰属する 

四半期純利益 

前年同期実績 

（平成 29年３月期第２四半期累計期間）（Ａ） 
1,480 △310 △302 △316 

当期実績見込み 

（平成 30年３月期第２四半期累計期間）（Ｂ） 
1,447 △109 △80 △44 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △33 201 222 272 

増 減 率（％） △2.2 ― ― ― 

（ご参考）平成 29 年３月期実績 2,840 △698 △678 △858 

（注）前連結会計年度より、表示方法の変更を行っております。前年同期実績につきましては、当

該表示方法の変更を反映した組替後の数値を記載しております。 

 

２． 差異が生じた理由 

当第２四半期連結累計期間における商品市況は、貴金属は７月までは材料不足から方向感に乏

しい展開が続き、金を中心に概ね横ばいでの推移となりましたが、８月以降は北朝鮮を巡る地

政学的リスクが高まったことや円安の進展もあり堅調に推移しました。原油は６月にかけて米

国やロシアの増産を背景に下落基調となりましたが、その後、ＯＰＥＣが主導する協調減産に

より堅調な推移となりました。これらの背景から、全国市場売買高は25,144千枚（前年同期比

94.1％）となりました。 

このような状況のなか、当社グループの中核事業である商品取引関連事業における受取手数料に

つきましては、789百万円（前年同期比60.8％）となりました。また、売買損益につきましては、

ゴム市場におけるディーリングが好調に推移し、78百万円の利益（前年同期比385.4％）となりま

した。このほか、外債販売が増加したこともあり、有価証券関連事業における売買損益で440百万

円の利益（前年同期比745.2％）を計上しております。 

この結果、営業収益は 1,447 百万円（前年同期比 97.8％）となる見込みであります。また、営業

費用につきましては、1,557 百万円（前年同期比 86.9％）となる見込みであります。これらにより、

営業損失は 109 百万円となり、経常損失は 80百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失は 44百

万円をそれぞれ計上する見込みであります。 

 

以  上 


